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再
開
発
巴
弾
み

上田駅の北口と南口(現在の駅前の反

対側)とを結ぶ連絡通路が、 3月25日、「上

111駅前広場南北連絡通路」としてオーブ

ンします。これは、上田駅周辺整備 a作業の

一環で、平成3年 1月から建設を進めて

いました。市、 JR、上国交通の三者に

よる協力で、事業費は約4{，意 1千万円。

向通路は、 l隔6:;;、長さ90:ι で、色は

ノマールホワイト、空色、紫色を組み合わ

せて「清らかな自然、jf空と千曲Illj をイ

メージ。また、利用者に親しんでもらう

ため、l:RJ城とつつじをデザインしたタ

イルが、ところどころに貼られています。

なお、設11r I二、北陸新幹線が近い;将来、

ニのJJ.U路の上を通ることも考慮、して、一

部足掛が掛けてありません。

南北辿絡通路の開通に伴って、上田駅

南r.Jには、暫定的なミニロータ 1)ーと駐

輪摘も設けます。これによって、駅周辺

の担備にら拍車がかかると思われます。

フルな連絡遷酎塑!三/

手前の階段仮，11が北口駅前広場。通路の屋根が織かっていない部分に新幹線が通る予定
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市は2月12日、国際安流研究委員全を設置し、

スタートさせました。国際佑の波を受け止め、意

義のある国際交流を市民一体となって進めるため

です。この委員会では、国際安流についてあらゆ

る角度から調査研究し、上田市の特'性に合った方

向を見い出し、市ヘ提言していきます。

実
の
あ
る
国
際
交
流

を
目
指
す
た
め
に
は

上
田
市
を
訪
れ
る
外
国
人
、
同
時

に
外
国
を
訪
れ
る
市
民
は
確
実
に
増

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
固

と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

価
値
観
や
生
活
習
慣
あ
る
い
は
文

化
の
簡
で

「違
い
」
を
も
っ
た
外
国

の
人
た
ち
と
親
し
く
お
付
き
合
い
を

し
て
い
く
こ
と
は
、
一
つ
め
大
き
な

喜
び
と
い
え
ま
す
。

で
も
、
偏
見
や
思
い
込
み
に
よ
り

せ
っ
か
く
の
交
流
の
機
会
が
だ
い
な

し
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
笑
の
あ
る
国
際
交
流

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
真
の
相
互

理
解
と
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

外
国
人
登
録
者
数
が

着
実
に
増
え
て
い
る

で
は
、
上
回
市
に
は
何
人
ぐ
ら
い

の
外
国
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

上
回
市
に
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
外
国
人
を
見
て
み
ま
す
。

平
成
三
年
十
二
月
二
十
七
日
現
在

で
千
百
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
人
口
比
率
で
み
る
と
、
外
国
人

は

0
・
九

二

%
。
昭
和
六
十
三
年
十

二
月
ま
で
は
外
国
人
登
録
者
数
は
ほ

ぼ
横
ば
い
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
年
前
後
か
ら
は
急
激
に
増
加

し
て
き
て
い
ま
す

1
3
咋
の
図

l
。

そ
の
原
因
は
、
平
成
二
年
六
月
の

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」

改
正
に
よ
り
、
専
門
的
な
技
術
、
技

能
、
知
識
を
持
っ
た
外
国
人
や
日
系

回
国
際
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の
育
成

マ
在
住
外
国
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
国
際
感
覚
、
国
際
認
識
の

か
ん
養
を
図
る
国
際
交
流
ふ
れ
あ

い
の
会
の
開
催

マ
交
流
を
担
う
人
材
の
育
成
と
し

て
は
、
婦
人
、
中
核
的
農
業
者
、

教
員
、
市
職
員
な
ど
の
海
外
派
遣

江
川
h
L
P

マ
中
学
生
に
生
き
た
英
語
の
語
半

指
導
を
行
っ
て
も
ら
う
外
国
青
年

招
致
事
業
な
ど

回
受
流
活
動
の
推
進

マ
昭
和
四
十
九
年
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
信
州
青
年
連
帯
の
船
へ
の

参
加
(
平
成
三
年
度
ま
で
に
上
国

市
三
百
五
十
七
人
乗
船
)

マ
学
術
専
門
家
の
受
け
入
れ

・
一派

出
島マ

外
国
青
年
な
ど
の

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
け
入
れ

マ
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
チ
ー
ム
と
の

サ
ッ
カ
ー
の
交
流
試
合
な
ど

図
国
際
性
あ
る
ま
ち
“
つ
く
り
の
推

進マ
上
回
青
年
会
議
所
の
外
国
人
向

け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

マ
主
要
幹
線
道
路
の
案
内
標
識
の

ロ
ー

マ
字
併
記

(市
内
九
十
四
か

所
に
設
置
)
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11 05人上田市の外国人登録人口の推移
(各年12月現在)

(人)

1，000 

国際受流ひとこと

707 

500 

習慣など

お互いに

認め合う

3年

二
、
三
世
の
在
留
資
格
の
拡
大
整
備

な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
籍
別
に
見
る
と
、
一
二
十
四
か
国

の
人
た
ち
が
上
田
市
に
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
も
多
い
の

が
最
近
急
増
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
の

人
で
す
。
そ
の
数
は
四
百
六
十
五
人

で
、
全
体
の
四
二
%
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
、
韓
国

・
朝
鮮
二
百
四

十
三
人
、
中
国
百
二
十
三
人
、
タ
イ

六
十
六
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
四
十
八
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
、
教
育
、

行
政
で

交
流
事
業
を
展
開

最
近
の
国
際
交
流
の
動
き
は
、
年

々
拡
大
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
上

田
市
で
は
ど
の
よ
う
な
国
際
交
流
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
次
に
見

て
み
ま
す
。
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
上
岡
市
内
で
も
民
間

村上スーザンさん(新田)

主人の仕事の関係でよ田にきて 6年。図

っていることは、日本の生活習慣が自分の

国(カナダ)と遣っているのでよくわから

ないことが多いニと。それと 、なかなか日

本語が覚えられないことです。生活面では

そんなに不便は感じていません。

「外人」という自で見られると、どうし

てもストレスがたまってしまいます。普通

に上回の人ということで付き合っていただ

けれ(;t....r頑張って Ij rファイト Ij と

いってもらうと元気がでます。習慣などは

どちらかに全面的に合わせるのでなく 、お

互いの違いを認め合うことが大切であると

思います。 団
体
、
大
学
、
行
政
レ
ベ
ル
で
、
国

際
交
流
や
国
際
化
に
対
応
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
「
国
際
化
時
代
」

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
と

い
、
ぇ
キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

上
田
市
な
ら
で
は
の

交
流
を
研
究
し
ま
す

国
際
交
流
と
い
う
新
し
い
分
野
は
、

市
に
と
っ
て
も
民
間
に
と
っ
て
も
実

際
は
た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
を
含
ん

で
い
ま
す
。
国
際
化
の
波
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
そ
の
?
え
で
意
義
あ

る
国
際
交
流
を
さ
ら
に
積
極
的
に
展

開
す
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
二
月
十
二
日
に
市
民
各
層

か
ら
な
る
上
田
市
国
際
交
流
研
究
委

員
会

(常
田
軍
三
委
員
長
・十
五
人
)

太田はる江さん(諏訪部)

多くする

交流する機会

もっ と

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
国
際
感
覚
、
国
際
認
識
の
か
ん

養
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
の
育
成
、

情
報
提
供
、
施
設
盤
備
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
研
究
・

調
査
を
し
、
上
回
市
の
特
性
を
生
か

し
た
国
際
交
流
の
基
本
方
針
や
施
策

に
つ
い
て
、
提
言
い
た
だ
く
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

国際安流研究委員会委員氏名(50音順)
石川美和子 西 沢 良 f雲
(国際楽海老遭める婦人の会) {小中学健康痩垂}

合 弁正昭 保刈 定 美
{市援金} {ローヲリーヲラフ】

小祢 磁 文 間 星皇室 障
{情年金槌所} {農旗路用組合}

桜 井啓蕩 時富 田平八
(i!l1I章} {ライオンズヲラフ)

嶋崎 昭 輿 一 原 静 子
{信州大事) {世界寓年夏の書)

茅野 光昭 富 島 房 子
t市踊金) {婦人団体遺崎温図書}

常 国 軍 ニ (自治会連合会代表){商工書繊所}

内 藤 敏 行
敬称略(学掴経験者)

数年前から外国人のホームステイを受け

入れていますが、あまり特別扱いしてませ

ん。なかなか言葉が通じないので、身振り、

手振りでコミュニケーションをとっていま

すが、何とかわかりあえるものです。

できるだけ日本の伝統女化に触れてもら

うよう努めています。食事も日本食を出し

ています。喜んでいますよ。

特に日本の伝統的なものに興味があるよ

うで、着物やハッピを着るのもうれしいみ

たいです。外国人の人たちと交流する機会

がもっと多くなれば不愉快な思いをさせた

り、したりしないで相互理解が深まると患

います。

マ
上
田
城
跡
公
園
、
別
所
温
泉
観

光
駐
車
場
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館

案
内
板
、
塩
田
地
区
歩
行
者
案
内

板
(
五
十
五
か
所
)
の
英
文
併
記

マ
上
回
情
報
局

「
鍛
飛
く
ん
」
の

英
語
版
メ
ニ
ュ
ー

四
国
際
協
力
の
推
進

マ
農
林
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
(
農

家
、
森
林
組
合
な
ど
)

マ
木
材
加
工
研
修
生
の
受
け
入
れ

(上
小
木
村
協
同
組
合
)

マ
市
の
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
施
設
が

無
料
で
利
用
で
き
る
「
優
待
券
」

を
外
国
人
留
学
生
に
発
行

(
三
十

一
一人
)

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す。

秘
書
課

ま
で
ど
う
ぞ
。

マ
上
田
市
大
手
一
a
z
i
-
-

ー

一
六

上
田
市
役
所
秘
書
課
(
岱
@
4
1

0

0
内
線
l

l
l
l
、
F
A
X
@

2
5
3
9
)
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24億3，620方円

(8.4%) 

231憲1，731万円

(8.0%) 

市税 14億8，098万円

(5.1%) 147億9，022万円

(51.1%) 141意6，355万円

(5.0%) 

総務費
・町名表示板の設置 (385万円)

・上小地域ふるさと市町村圏基金

への出資 ( 2f.~2 ， 833万円 )

民生費

-報思索のスプリンク ラー整備

(3，136万円)

・地域改善対策事業(l(意3.854万円)

・生活保護費 (3(意7.220万円)

・老人福祉施設入所者のために

( 3(意9.035万円)

衛生費

・合併処理浄化槽設置助成に

(3.250万円j

・じんかい、危険物収集委託料

(l位6，797万問)

・人間ドック受診に助成 (83万円)

収入総額

289億6，054万円

284億2，916万円
支出総額

391意

総 | 雲
量司~ I 同

蚕 | 費

8，327万円

(14.0%) 

その他

38億3，210方円

(13.3%) 

土木費
50億8，558万円

(17.9%) 

商工費 / 農林水産業費
・中小企業融資に (ll{立2.363万円 )

J ・県単土地改良事業
・商工業の振興助成(H意3.829τ可)

'/JIJI (1(芯3.936万円)
.~ふれあいの里整備事業(3 ‘ 922万円 )て ・新農業徳造改善事業補助
・」吉田城跡公園の電線地常化(314方向)

(2(昔、3.628万円)

土木費

-道路の改良舗装(10i意6.631万円)

・街路整備 (7(，'&.4，288万円)

・河川改修 (4(意454h円)

・上田駅南北自由通路の整備

( 1(~1 91ñ阿 )

・高速道の代替地造成(9.499万円)

教育費

-室内プール「アクアプラザ上田」

建設 ( 8m~10万.円 )

・上野が丘社会体育館建設

(9，584万円)

• )11西小学校の改築(5(.M.073万円)
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10 5，000万円 50f意30 

土地取得
E侵害程

短回有線 ¥ 
放送箆話事業

3t渇災害
共済事事量

21憲7，337万円
2億3，770万円 日

目6，009万円

5，297万円

47億3，579万円

43億5，829万円

4，436万円
4，022万円

1f:意2，296万円

11意2，249万円

老人保健事業
481意4，771万円

48憶し778万円

農業集落

相f'.民事業

同和地区守宅
新築資金雪辱
貸付事業

公共下水道
軍事業

各事業のあらまし

土地取得事業

塩田青線股送電話事業

園民健康保険事業

交通災害其済事業

福祉事業センター事業

老人保健事業

農業集落排水事業

同和地区住宅新築

資金等貸借事業

公共下水道事業

41~6 ， 246万円
41意6，163万円

3116，464方向

3115，517万円
-I~苦ll~詰骸~量'
281意2，1196万円
28憶1，906万円

-土地取得状況 1件(24、725.62m'，7，270万円)

・加入戸数 3，538戸 ・通話交換回数 7，421回(1日平均)

・被保険者数 33，564人(15，457世帯) ・保険給付件数 247，176件

・加入者数 107，859人 ・見舞金支給額 3，153方向(474件)

-延べ利用者数 17.903人 ・作業工賃 6，662万円

-医療費受給者数 11，666人 ・医療給付状況 47億8，102万円(老人医療負何分)

・管路、処理場等建設工事の状況 下之郷地区 11意1，239万円、仁内困地区 2f.意4，286万円

・貸付状況 21件(l億1，930万円)

・処理区域戸数 12，781戸(32.9%) ・事業進ちよく状況 処用面積 840ha 

公
~X 入 支 出

収 企業名 (予算'綴) (予算額)
水道事業のあらまし

戸邑崎 噌......・・・・・・・・ー・......ー...・ーー・4・ー・・・・・

益 {決tr.官民} (決算額) 給水 戸 数 32.699戸 (97，734人)

:Le 的
産院事業

2i窓5，909万内 2 f.~ 5 ， 484万円 年間配水量 1.601万耐

業 収
-ー・.....・・・・・...・・ーー .. ・ーーーーーーーー・ーーー・・・・ー
2{意5，909万円 2L~5 ， 361万阿 建設 工 事 36件 (2億8，585万円)

..0.、 支 17{窓5，427万円 16億7，504万円 改良工事 37件 (3億2，532万円)

Z三 水道事業 噛ーーー・ーーーー・・・・・・・・・ ーー_-_...・・・.........ー・ーー

言十
171.意8，812万円 16 1.~5 ， 762万問

支 出

決 資 企業名
(予算客員) {ニ予算官民) 産院事業のあらま し........ー・・・・ー..........・・・・・・・・・4・・・・...・

|算
本 (決算'綴) (決算額)

的 1，674万円 2，270万円 入院患者数 6.801人

ヰ立
産院事業 ーー_..__.............ー...ーーー-ーーー・・・ーーー... (延ぺ)

1，674万円 2，270万円
支 外来患者数 12.978人

水道事業
512:3，781万同 9Le9，616万円

(延ぺ)ー--_._--_._-_..........ー・..・..ーー----_ー・・.
5 L~4 ， 944方向 9{~9 ， 413万円

(5] 広襲うえだ4.3.1 



。rニれがごみ ?J ステーションから出されたもの

で修理すれば使えるものを展示

...会部売り切れに。不用品交換市で
F 

イクル
ザーに高い関心

I}サイク lレを進めてL、くためには、今あなたが

何をしたらよいか と、県、市などによる「リサイ

クJレウェス ティノ{/レ」カ:2円15日、 16臼の2日間

文化センターで開かれました。 ~~下市町村な どの

リサイクル事例の発表や「リサイクル文化を育て

よう」と題した講演会も行われました。会場のリ

サイクル実演コーナ一、不用品交換市などに、お

おぜいの市民が訪れ、関心を集めていました。
trあら一、ストッキングも油ふさ{こJ。リフオーム

講習会で、いろいろなアイディアに感心

時
「
も
っ
た
い
な
い
わ
ね
ヱ

l
L
。

衣
類
も
再
利
用
を

4

司
古
油
で
せ
っ
け
ん
作
り
。意
外
に
簡
単
/

や
牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
を
作
る
。
熱
心
に
聞
く

(61 

中
小
企
業
経
営
者

労
働
力
不
足
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

広穂うえだ4.3.1

労
働
力
不
足
で
お
悩
み
の
・中
小
企

業
経
営
者
の
皆
さ
ん
、
県
で
は

「労

働
力
確
保
推
進
桁
将い
や
業
」
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
こ
れ
は
、
労
働
力
隊

保
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
泣
し
、

極
川
に
関
す
る
川
町
営
竹
却
の
改
持
に

つ
い
て
指
導
す
る
も
の
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
小
地
万
事
務
所

商
工
課
(
包
⑫

1
2
6
0
)

N
H
K学
園
の

生
涯
学
習
通
信
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

S

道
、
硬
筆
、
俳
句、

短
歌
、
囲
碁
、

介
護
福
祉
な
ど
七
十
四
講
座
(
百
八

十
七
コ

l
ス
)
を
開
講
し
ま
す
。

マ

申

し

込

み

四
月
三
十
日
同
ま
で

に
同
学
国
へ
ど
う
ぞ
。
案
内
書
(
無

料
)
希
望
め
か
た
は
「
一T
m
l
旧
東

京
都
悶
立
市
日
上
見
台
二
|
三
六

N

H
K
学
園
8
E
H
係
」
へ
。

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
(
宮
0
1
2
0
1
0
6
1

8
8
8
1
)
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



守§

⑫ 

蚕室造 りの家並みが残る上塩尻の集落

F 
/， 

進めよう
実演、

優
れ
た
養
蚕
家
生
み
出
す

江
戸
時
代
、
上
塩
尻
は
北
国
街
道
沿
い
の
村

で
、
蚕
種
の
生
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
蚕
室
造
り
の
家
並
み
が
現
在
も

残
っ
て
お
り
、
近
年
、
多
く
の
人
び
と
か
ら
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
方
の
虚
空
蔵
山
(
一

O
七
六

・
九
メ
ー
ト

ル
)
に
は
、
御
座
城
、
持
越
城
、
燕
城
の
城
跡

が
あ
り
、
古
い
歴
史
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
山
頂
に
は
上
田
市
指
定
め
天
然
記
念
物

・
ナ

ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
フ
ジ
キ

(
一
名
ヤ
マ
エ
ン
ジ
ュ

)
分
布
の
北
限
と
も
い

わ
れ
、
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
、
人

び
と
は
そ
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ナ
ン

ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
木
と
呼
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

虚
空
蔵
山
麓
に
あ
る
座
摩
神
社
に
は
、
安
永

六
年
二
七
七
七
)
建
立
の
松
尾
芭
蕉
句
碑
、

「雪
ち
る
や
穂
屋
の
薄
の
刈
残
し
」
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
句
碑
は
、
俳
人
佐
藤
眠
郎
(
本
名

悲
右
衛
門
)
を
中
心
と
す
る
上
塩
尻
な
ど
の
俳

句
愛
好
家
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
地
か
ら
は
、
優
れ
た
養
蚕
家
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
暦
七
年
ご
七
五
七
)、
境
問
与

右
衛
門
が
出
版
し
た

『新
撰
養
蚕
秘
書
』
は
、

江
戸
時
代
の
養
蚕
技
術
書
と
し
て
有
名
で
す
。

藤
本
語
口
右
衛
門
の

『蚕
が
い
の
学
』

(
天
保

一

一
一}
、
清
水
金
左
衛
門

『養
蚕
教
弘
録
』
(
弘
化

四
)
も
、
養
蚕
農
家
の
人
び
と
の
実
用
書
と
し

て
広
く
読
ま
れ
ま
し
た
。

上
回
市
立
図
書
館
所
蔵
の
藤
監
文
庫
約
六
千

四
百
冊
は
、
藤
本
普
右
衛
門
(
一
八
一
五

i
一

八
九

O
)
が
蚕
種
販
売
の
た
め
江
戸
(
東
京
)

な
ど
に
出
張
し
た
折
に
求
め
た
図
書
で
す
。

歴
史
、
地
理
、
宗
教
、
哲
学
、
社
会
科
学
、

自
然
科
学
、
工
学
、
産
業
、
芸
術
、
語
学
、
文

学
な
ど
、
そ
の
内
容
が
学
問
全
般
に
わ
た

っ
て

い
る
の
を
見
ま
し
て
も
、
善
右
衛
門
の
知
的
関

心
の
広
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

毎
日
曜
日
S
回
放
送

し
T
Vま
守

ヨ‘作一
(
6
時
、

9
時
、
正
午
、
日
時
、

/
永
/
げ
時
、
辺
時
)

ろ

/
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ピ

」

v

d

ジ
ョ
ン
(
U
C
V〉

4
7
7チ
ャ
ン
ネ
ル

り
J
/

で
ど
う
ぞ
ご

サ
覧
く
だ
さ
い
。

一
渓
轍
燃
織
機
爆
錦
織
轍
線
終
灘
終
業
撲
協
機
終

明
治
十
六
年
の
記
録

(『
長
野
県
町
村
誌
と

に
よ
り
ま
す
と
、
当
時
の
上
塩
尻
村
で
は
春
蚕

種

一
万
八
千
枚
を
内
外
各
国
へ
輸
出
し
て
お
り
、

蚕
種
用
の
繭
五
千
貫
を
産
出
し
て
い
ま
す
。
真

綿
を
作
り
艇
が
』
織
る
の
は
女
性
た
ち
の
仕
事
で

し
た
が
、
真
綿
も
四
百
五
十
買
が
各
地
に
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

広報うえだ4.3.1 {ア〕



i が
j回目比五回困
! I図書館包⑫08801

i フリーダ・力一口………ローダ・ジャミ

; 遥かなるケンブリッジ 藤原正彦

j狼らの流儀 沢木耕太郎

; ちょっとがむしゃら人生……・・青野輝子

i 影の巡払者……………ジョン ・ル ・力レ

j 賢人たちとの対話 ・・・ 梅沢信夫

i 情報の魔性…小川和久

; まわり道…秋山ちえ子

j 脳と思考 伊藤正男

j 水晶の死 立松和平

l 新青年の頃…乾信一郎

!崩れ 幸田文

! 風に語る 大西季子

i 2020年上・下・・ ラルフ・ピーターズ

! 魅せられて異国旅……………宮本美智子

j 名前のない名刺・ ・ ・ ・野坂昭如

! まちづくり紀行…………………亀地宏

j わが姉ボーヴォワール

i ……工レーヌ・ド・ホーヴォウール

j お母さんにマルあげる…………水野茂一

! 西から東にかけて………………平山郁夫

j 蒼ざめた祖国・ ・・・小林久三

議 す 病かいし 度以⑤段なか所④ を気硬老き l ほのぼの子育て・・…・…-……・吉岡たすく
健 こ気けまたこは前 難 階 く ら で 音 感の化人は!
事 とのでしうのどに 聴 あ な 、か の じと、性片 i 遊牧民の肖像 松原正毅

Ri:;も治他よえよう比 が りる耳す 大 まき糖 ・方 ! 怖い食昂1000種続々…・・…-…郡司和夫
長 で療のうでうかべ あ ま重鳴か き すは尿騒の i
.きで病 。医に観て る す度りに さ 。 、病音耳! イギリスは愉快だ…………………林望
内ま 、気耳師種察聞 か 。め の 開 lF 両な性嶋 i 小キな自然の片階から…………桜井敏雄
綿す耳の鳴に々をこ ど もたこ l 耳ど難り i 」 ー

。鳴発り診の。え う のめえ | に全聴が ! 青年期の'L¥!;:::迫る-…一千葉たんぽぽの会

3 り 見 が て観 方 今、 まにる静 耳身や多! ナイト ・トレイン異境行 辺見庸
? をやきも察 の| で眠もか 鳴の動<_ t ~~~ ε 治、つらを 程| 四れのな り 病脈 、 1 湘南フグピー少年団……………馬場信浩

だ

か

が

・・・
と

思

わ

す

巴

最
近
、
耳
の
中
で
、

せ
み
が
鳴
い
て
い
る
よ

う
な
音
が
し
て
気
に
な
り
ま
す
。

ロ
な
に
か
重
大
な
病
気
が
あ
る
の

か
心
配
で
す
。

広
吋

「
耳
鳴
り
」
と
い
う

J
と
、
お
年
寄
り
が
な
る

も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

若
い
人
で
も

一
時
的
な
耳
鳴
り

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

翼ょ

:域:

-
耳
鳴
り
の
種
類

耳
鳴
り
を
分
類
す
る
と
、
自

分
だ
け
が
感
じ
る
自
覚
的
耳
鳴

り
と
、
聴
心
器
な
ど
で
聞
く
こ

と
の
で
き
る
他
党
的
耳
鳴
り
が

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
自

若
者
も
注
意

「耳
鳴
り
」

覚
的
耳
鳴
り
で
す
。

・
若
者
の
闘
で
も
増
加

耳
鳴
り
の
原
因
も
症
状
に
よ

っ
て
、
外
耳
、

・中
耳
、
内
耳
な

ど
の
部
分
に
分
か
れ
ま
す
。
特

に
内
耳
の
場
合
は
、
騒
音
や
大

き
な
音
が
原
因
で
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
ヘ
ッ
ド
ホ

ー
ン
で
、
音
楽
を
大
き
な
音
で

聞
き
な
が
ら
歩
く
若
者
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
若
い
人

の
中
に
も
耳
鳴
り
や
難
聴
を
訴

え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
他
脳
の
異
常
や
全
身
的
な
病

気
が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
観
察
し
た
う
え
で
診
察
を

耳
鳴
り
を
感
じ
た
ら
、

①
ど
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
に

感
じ
た
か
|
|
静
か
な
と
き
に
、

急
に
、
徐
々
に
、
な
ど

②
ど
の
よ
う
な
耳
鳴
り
だ
っ
た

か
|
|
ジ
|
ジ
l
、
ザ
ー
ザ
ー
、

ピ
l
、
ゴ
ソ
ゴ
ソ
、
せ
み
の
嶋

く
よ
う
な
音
、
川
の
流
れ
る
よ

う
な
昔
、
な
ど

③
片
方
の
耳
か
、
両
耳
か

l
l

外
耳
や
中
耳
に
異
常
の
あ
る
と

[8] 

寄
ヲ
マ
み
ま
折
、
ん

婦
人

~) 

7 広報うえだ4.3.

中
沢
優
子
さ
ん
(
日

現
代
は
「
女
は
う
ち
、
男
は
そ
と
」
と
い
う

時
代
で
は
な
い
は
ず
。
女
性
の
団
体
に
入
り
た

い
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
ま
た

は
家
庭
、
職
場
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
な
ど

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
皆

さ
ん
は
、

一
度
、
市
役
所
の
厚
生
課
婦
人
係
へ

顔
を
出
し
て
み
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
話

も
は
ず
ん
で
楽
し
い
で
す
よ
。
わ
た
し
も
婦
人

係
へ
よ
く

一
人
。
女
性
の
情
報
、
悩
み
の
相
談

な
ど
、
利
用
し
な
け
れ
ば
損
だ
と
思
い
ま
す
。

話
の
な
か
か
ら
、
「あ
あ
、
こ
う
い
う
生
き
方
を

し
て
い
る
主
婦
も
魅
力
だ
な
」
な
ど
、
考
え
方

が
膨
ら
ん
だ
り
、
交
流
も
広
が
る
は
ず
で
す
。

「
い
ま
さ
ら
・:
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
も
、
試

し
に
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

今
回
か
ら
こ
の

「窓
」
は
、
皆
さ
ん
に
登
場
し

て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
「
性
に
と

ら
わ
れ
ず
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
時
代
を
築

こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
厚

生
課
(
内
線
1
6
0
7
)
ま
で
ど
う
ぞ
。
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簡
単
で
効
率
的
な
も
の
に

包
装
は
、
機
能
的
か
つ
文
化

的
な
消
費
生
活
を
送
る
う
え
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
地
球
環
境

問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
リ
、
増

、
ぇ
続
け
る
廃
棄
物
へ
の
対
応
な

週
剰
包
装
は

ご
み
公
害
ノ

け
パ
体
的
に
は
、
内
容
品
の
保
全
、

取
り
扱
い
の
容
易
さ
、
版
先
促

進
、
加
え
て
内
容
物
な
ど
に
関

す
る
さ
ま
ぎ
ま
な
情
報
の
表
示

と
い
っ
た
多
く
の
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。

ど
か
ら
、
適
性
包
装
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者

門
身
が

「
地
答
品
は
リ

っ
ぱ
な

包
装
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
立

識
を
見
直
し
、
簡
易
包
装
な
ど

に
よ
り
、
包
装
の
役
割
を
拐
な

|市民 会館 包川m 】|
催 し 開演 |入渇方途 照 会

10劇団エンゼル
18:30会員券

上回とども

関『小さなスプーンおばさんJ
劇場
⑫4756 

15 マスクプレイミュージカル 11: 00 劇団飛行船|

(印 rジャックと豆の木J 14:00 
有 料 (044) 

932・2211

18富良野豊富公演
18:30 

上田市民

附 r今回、惣別で」
会員券 劇 場

@9697 

19 13: 15 
側

JJ JJ JJ 
18:30 

22 第27回
日 上自民踊まつり

10:00 関係者 観光課

29 
第4固よ田市文釜祭

上田市文化

日
11: 00 無 料 芸術箇会

@2820 

わ
な
い
範
囲
で
効
率
的
な
包
装

に
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
不
要
な
包
装
は
辞
退

し
、
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
な

ど
し
て
、
包
装
の
減
量
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

包
装
の
ス
タ
イ
ル

包
装
に
は
、
り
っ
ぱ
に
見
せ

る
た
め
に
い
く
つ
か
の
ス
タ
イ

ル
か
あ
り
ま
す
。

マ
ア
ゲ
ゾ
コ
:
・
外
見
か
ら
は
分

か
ら
な
い
よ
う
に
、
包
装
容
器

の
践
を
上
げ
て
り
っ
ぱ
に
見
せ

'hv vガ
ク
ブ
チ
・
・
・
箱
に
額
総
状
の

飾
り
で
縁
取
り
、
中
身
は
其
ん

中
に
詰
め
て
多
い
よ
う
に
見
せ

文化会館 [-'1"'<<'-
8 

第12回上回合唱祭 13:00 然 科
中央公民館

日 @07印

19 東信地区高等学校 上回東高校

附 演劇合同発表会(-20日)
8:00 祭 料 矢 花

@日101

22 文化講演会
中郡電力総

日
13:30 盤E霊券 上回営業所

@1240 

24 国立音楽大学噂I宝生に
18:30 無 料

0425 
ω よるソロ・室内楽演奏会 ⑧6574 

る

|上田創造館 fi 23 1111 t 

15労済まつり映画会 全 労 済

(日 r思い出ぼろぼろ」
13:30 よ小事業所

@6031 

21 親子映画劇渇 8 :30 
出 rlまれときどきぷたJ 11: 00 

E歳
以よ

-・・・......................................................... 700円
11 rごんさつね』 13:00 

上回創造館

........................................ .......... .......・・ 4・..
23 小学生

開 rドンマイ」 14:30 以上
800円

ロ
ゆ
ず
り
ま
す

マ
業
務
用
食
堂
設
備
一
式
話
し
合
い
マ

ベ
ビ
|
服
(
女
)
話
し
合
い
マ
電
気
こ
た
つ

無

料

門
V

大
人
用
電
気
毛
布
(
新
品
、
ピ
ン
ク

・
ベ
ー
ジ
ュ
)

各

一
万
円

マ
氾
気
ス
ト
ー

ブ

無

料

マ

洗

油

機

(

全

自
動
ニ
ム
リ
)
三
万

1
五

万

円

マ

食

加
乾
燥
総

{一ニム
H
)

二
千
1

阿
千
円
マ
也
子
オ
ー
ブ
ン
(
数
台
)
問
千
1

一
万
円
マ
一

輪
収

(巾
ム
サ
也
)

五

千

円

マ

自
転
車
(
赤
、
小
学
校
低
学
年
)
無
料

マ
石

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
(
未
使
川
)
一
万
五
千
円

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド

無

料

マ

学

潤

机

五

千

同

マ

ス

キ

l
靴
(
二
足
、
初
判
，)
無
料

マ
ス
キ

i
ウ
エ
ア

(
育
、
身
長
問
勺
)
五
千
円

マ
ス
ケ
ー
ト
靴

(
ス
ピ
ー
ド

・
お
1
お
勺
)

無

料

マ

ス

ケ

ー
ト
靴
(
フ
ィ
ギ
ュ
ア

-n

l
M
H
，

)

無
料

マ

電

気

オ

ル

ガ

ン

無

料

ロ
ゆ
ず

っ
て
く
だ
さ

い

マ
子
ど
も
服

(男

・
女
)
マ
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ

ー
マ
双
子
用
ベ
ビ
ー

カ

ー

マ

歩

行

器

マ

小
学
校
入
学
用
制
服
(
男
)

マ

オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
門
V

レ
コ

|

ド

プ

レ

ー

ヤ

ー

マ

u
m除
綜

マ

自

転

市

{
大
人

・
男
'K
)
マ

自
転
市
(
下
ど
も
用
・

男

女

)

マ

オ

ー

ト

バ
イ
(
悶
∞
}
マ
ガ

ス
オ
ー
プ
ン
マ
二

段
ベ
ッ
ド

不
用
昂
に
な
つ
だ
も
の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
疋
ら

生
活
環
境
課
〈
内
線
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

広報うえだ4.3.1[9] 



「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していだだくページです。次を参考に、市役所

秘書課(干386大手守 -11-16、内線1112)ぎ

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言(詳細は次ページ〉、上田再発

見 ・ここが好きくあなだの賂きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上田(昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀の上田市を描い芝夢のある小・中学生の作

文〉、なかまくサークル、グループの紹介〉

。)1

』
こ
が
好
?
⑫

室
賀
峠
史
跡
公
闘

マイ

タウン
MYTOWN 
||提|言|

一:
0
・
今
月
の
テ
l
マ
・:

一
こ
ん
な
広
報
紙
を
望
む
…

二
年
前
に
模
様
替
え
を
し
て
、
サ
一

一
イ
ズ
も
大
き
く
な
っ
た
「
広
報
う
え
一

一
だ
J

A
フ
後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
、
読
一

一
み
や
す
い
広
報
に
す
る
た
め
に
、
今
一

一
回
は
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
二
人
の
か
た
一

一
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
い
視
野
で
の
特
集
を

洗
さ
ん
(
大
手
町
)

清
水

ωワ
イ
ド
化
さ
れ
た
紙
面
は
、
見
や

す
い
と
思
い
ま
す
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ご
み
問
題
の
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

従
来
の
よ
う
な
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
じ
ゅ

う
ぶ
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ω第
一
面
に
多
く
の
市
民
が
関
心
を

持
つ
周
知
事
項
の
見
出
し
を
つ
け
た
ら
、

も
っ
と
便
利
で
見
落
と
し
が
少
な
い
の

で
は
。ω情

報
過
剰
時
代
の
今
、
と
き
に
は

市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
て
、
よ
り
広
い
視

野
の
特
集
号
の
計
画
な
ど
も
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

公
園
内
に
は
万
葉
歌
碑

お
話
中
沢

武
さ
ん
(
上
室
賀
)

室
賀
峠
は
鎧
か
け
の
松
で
古
く
か

ら
知
ら
れ
、
旧
善
光
寺
街
道
の
中
で

も
重
要
な
峠
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
風
越
と
い

う
地
名
で
も
あ
り
、
長
元
五
年
二

O
三
二
年
)
に
信
濃
守
に
任
ぜ
ら
れ

た
藤
原
家
経
朝
臣
が
こ
の
峠
で
、

ゅ
風
越
の
峰
の
上
に

て

見

る

と

き
は
茎
は
ふ
も
と
の
も
の
に
ぞ

あ
り
け
る
H

と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
問
題
採
り
上
げ
て

佐
久
間
泰
世
さ
ん
(
上
沢
)

ヘ

上
田
市
で
現
在
、
課
題
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
こ
と
、
よ
り
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
で
、

わ
た
し
た
ち
市
民
が
知
ら
な
い
こ
と
、

ま
だ
ま
だ
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
み

ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
問
題
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
採
り
上
げ
て
、

特
集
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
例

え
ば
、
ご
み
な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
ゃ
啓
も
う
、
老
人
問
題
、
福
祉

に
つ
い
て
な
ど
は
市
民
の
関
心
が
と
て

も
高
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は

ヘ

そ
こ
で
、
上
室
賀
で
は
、
こ
の
歌

を
碑
に
し
て
残
し
た
い
、
由
緒
あ
る

こ
の
地
を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
区
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
協
力
を

得
て
、
昭
和
六
十
一
年
に
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
八
ム
圏
内
に
は
、
室
賀
峠

に
ふ
さ
わ
し
い
万
葉
歌
碑
も
い
く
つ

か
建
立
さ
れ
、
紫
つ
つ
じ
な
ど
も
植

え
ら
れ
、
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
全
区
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
将

来
の
夢
を
託
し
た
文
書
を
入
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
五
十
年
後
に
掘
り

出
そ
う
と
い
う
こ
と
で
埋
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

(10] 広報うえだ4.3.1

障
害
者

怠
慢

t首脅

@竺})

清
水
裕
子
ち
ゃ
ん

〈北
小
6
年
〉



マ担>

国道18号線・花圏実差点付近

(昭和37年前後)

~ 

ω高
齢
化
社
会
と
生
涯
学
習
の
面
か

ら
も
、
「
新
着
本
め
紹
介
」
は
適
切
か
と

思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
取
材
し
た
記
事
な

ど
で
、
個
人
の
写
真
を
大
き
く
出
す
の

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
紙
面
の
関
係

で
仕
方
な
い
と
思
う
の
で
す
が
:・
。
五

年
ぐ
ら
い
後
の
上
回
市
の
よ
り
よ
い
様

変
わ
り
を
願
っ
て
、
ま
た
市
民
憲
章
を

守
っ
て
、
そ
し
て
広
報
も
、
質
の
良
さ
を

維
持
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

上
回
に
限
ら
ず
全
国
的
に
い
え
る
こ
と

で
す
が
、
病
院
の
看
護
婦
不
足
な
ど
の

真
刻
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
も
、
広
報

で
採
り
上
げ
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
昨
年
に
紙
面
を

A
4
判
に
変
え
て

大
き
く
し
た
よ
う
で
す
が
、
見
や
す
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
体
を
良

く
し
て
い
く
に
は
、
た
い
へ
ん
だ
と
思

い
ま
す
が
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

広
報
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
実
銭
し
て
い
ま

-
次
回
(
四
月
一
日
号
)
は

す
、
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。

先
月
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
リ
サ
イ

ク
ル
|
|
こ
の
言
葉
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
新
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
今
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ご

み
問
題
に
向
け
て
の
効
果
が
各
方
面
か
ら
注
目

A-t 

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
の
リ
サ
イ

ク
ル
実
践
例
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
電
話
で
、
一
二
月
十
四
日

ωま
で
に
秘
書
課

(内
線

1
1
1
2
)
へ
お
願

い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用
者
に
は
「
特

製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

〉
も
っ
ぱ
ら

電
車
が
市
民
の
足

山
岸
国
雄
β

(
閃
歳
・
新
屋
)

“ 〉

写
真
は
、
長
野
方
面
か
ら
撮
っ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
右
遠
方
に
建
設
中
の
建
て
物
が
、

お
そ
ら
く
花
園
病
院
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
時
、
信
号
機
は
電
車
用
(
上
回
交
通
真
田

・

傍
陽
線
)
の
み
で
、
歩
行
者
は
自
由
に
通
路
を

横
断
し
て
い
ま
す
。
手
前
の
自
動
車
も
時
代
を

感
じ
ま
す
ね
。
こ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
率
を
持
っ

て
い
る
人
は
少
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
電
車
が
人
び

と
の
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

上
回
友
の
会

去
年
の
二
学
期
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
教
室
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
「
た
と
え
障
害
が
あ
る
人

で
も
、
周
り
の
人
た
ち
が
、
み
ん

な
で
優
し
く
手
伝
っ
て
あ
げ
れ
ば
、

そ
の
人
は
障
害
者
で
は
な
く
な
る
」

と
教
わ
り
ま
し
た
。
上
聞
の
市
民

も
、
そ
し
て
世
の
中
の
人
た
ち
が

み
ん
な
、
障
害
を
持
つ
人
た
ち
に

優
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

なくなってきていますカヘそれで

も会員は多い方がいいで弘すね」と。

また 「勤めていても 、家庭がある

ことに変わりはないので、その家

庭を健全なものにしていかなけれ

!f."Jとも。入会希望のかたは同

会友の家 (宮⑫2976)まで。

日本国内から海外まで192の友

の会の 1つです。家庭の主婦が適

量の生活を営むために、家計簿か

ら衣 ・食 ・住、子育てなど8つの

グループに分かれて勉強します。

会員は上回市を中心に105人。ある

会員は 「今は家庭にいる主婿が少

{竹〕 広事ラ左足'!4.3. 1 



お知らせア・弓・カ・，ι・ト

i歩かりをおじてVんめ
(計量標語コンクール ) 
小学生の部最優秀賞 | 
成沢直樹くん(西小・5年)}物iまくめ信じ3

計
量
モ
ニ
タ
ー
活
動
巴
参
加
し
て

青木雅子さん

(40歳・川辺町)

今
ま
で
は
、
計
量
に
つ
い
て
無
関
心
で
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
わ
た
し
た
ち
が

買
い
求
め
て
い
る
商
品
一
つ
一
つ

め
重
さ
を
調

査
す
る
な
か
で
、
不
足
分
は
も
ち
九
ん
の
こ
と

超
過
分
も
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
計
置
の
正
確
さ
が
い
か
に
大
切

で
あ
る
か
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
行
っ
た
調
査
結
果
が
、
今
後

の
計
量
行
政
に
反
映
さ
れ
、

小
さ
な
力
で
も
結

集
す
る
と
大
き
な
力
と
な
り
、
消
費
者
が
保
護

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま

た
、
「
ご
み
問
題
」
の
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
で
、

も
っ
と
簡
素
な
包
装
に
な
ら
な
い
も
の
か
と
も

思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
計
量
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
か
た
も
、
た
く
さ
ん
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
か
た
が

た
に
モ

ニ
タ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
、
計
量
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。

な
た
も

w
計
量
モ
ニ
タ
ー
“

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
商
品

の
量
目
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

各
種
デ
ー
タ
や
ご
意
見
を
、
今
後
の

計
霊
行
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格

①
食
料
品
関
係
の

販
売
業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は

こ
れ
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
②
昼

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年
三

回
)

マ
職
務
内
容

指
名
す
る
期

間
内
に
、
購
入
し
た
商
品
の
目
方
を

計
っ
て
日
誌
に
記
入

・
報
告
。
ま
た
、

計
量
記
念
日
に
商
品
の
量
目
調
査
を
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施

マ
募
集
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員

十
二
人

マ

応
募
期
限

三
月
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日

ω
マ
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六
千
円
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募
方
法

は
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に
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、
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が
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年
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話
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、

干
郷
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手

一
ー
一

一
1

一
六
上
田
市
役
所
商
工
課
へ

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
課
(
内
線

1
4
0
6
)
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久
保
角
太
郎
さ
ん
か
ら

五
百
万
円
の
ご
寄
付

広報うえだ4.3.1

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
吉
い
ま
す
。

マ
ス
ナ
ッ
ク

「
た
ま
」
棟

一
万
五

千
四
百
八
十
三
同
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
新
幹
線
上
田
駅
観
光
パ
ス
専
用
駐

車
場
設
置
協
議
会
様
・
四
百
六
十
三

万
円

新
幹
線
上
田
駅
南
口
駐
車
場

設
置
資
金
と
し
て

マ
上
回
日
本
無
線
側
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車
載
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無

線
機
一
式
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団
専
用
ワ
ゴ
ン
事

(山
和
号
)
無
線
交
信
用
と
し
て

マ
中
沢
一
郎
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之
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)
五
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同
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資
器
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入
資
金
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し
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マ
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(
下
川
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「
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科
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巻

北
小
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「
小
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庫
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へ

マ
上
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
梯
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万
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会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て
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平
成

3
年
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M

月
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日
1
平
成
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1
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こ
の
ほ
ど
、
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保
角
太
郎
さ
ん
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辺
町
)
か
ら
小
・

中
学
校
の
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書
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整
備
に
と
、
五
百
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
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付
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を
基
金
と
し
て
積
立
て
、
学

校
用
図
書
の
購
入
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



お知らせア・弓・カ・，1，..・ト
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
1
月
届
け
出
分
・飯
郡
略
)

小
山
喜
太
郎

細

川

卓

風
間
由
美
子

川
崎
富
志
男

母
袋

一
介

赤
尾
志
つ

玉
井
千
春

阿
部
政
吉

太
回
ト
ミ

下
房
山

諏
訪
形

大

屋

小

泉
下
塩
尻

下
之
郷

下
之
条

梅
野
町

緑
が
丘
北

74 75 87 91 80 65 32 80 80 

ーーーー~‘

ごみの出し方

Q&A 

周
回
」
み
処
理
に
は
、
ど
の

'E・
く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
?

圃
-
圃

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

・

圃

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
、
清

掃
に
関
す
る
平
成
二
年
度
お
よ
び
過

去
の
状
況
は
下
衰
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、

一
日
に
卵

一
個

(約
五
十
す
)
の
減
益
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
市
全
体
で
一
日
約
六

J
の
ご
み
を
減
ら
す
-」
と
が
で
き
、

年
間
約
三
千
二
百
万
円
の
経
費
が
節

約
で
き
ま
す
。
今
後
も
ご
み
減
量
と

資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
云
⑫
0
8
8
0
)

世
帯
で
な
ん
と

-ーー畠

万
ーーーー-

千
円
も
f

山
崎

繁

木

北

常

問

団

子

徳

子

御

所

堀

内

貞

義

下

之

郷

竹

内

い

ぬ

ゐ

大

手
間

高

橋

は

つ

南

天

神
町

滝

沢

な

を

院

内

上
野

セ

ツ

踏

入

名

取

と

志

下

房

山

岡
田
邦
義
富
士
見
台

山
岸

功

岩

清

水

戸

部

三

郎

木

町

村

岡

菊

江

小

泉

柳
沢
正
安

下
背
木

流

布

ひ

さ

の

保

野

柳
沢

清

志

赤

坂

中
沢

栄

子

北

常

田

51 99 70 60 71 88 73 61 80 92 82 90 92 62 61 87 

田
中
積
雄

小
林
辰
造

…
塚
原
由
江

塩
崎
き
わ

南
波
き
み

川
村
照
雄

藤
極
今
朝
秋

藤
沢
ゼ
ン

橋
詰
千
代
子

坂
尻
憲
夫

西
沢
百
枝

田
中
信
儀

上
平
利
得

阿
部
荘
子

白
石
敏
雄

小
林

進

新

田
東
築
地

下
吉
田

畑

山
下
室
賀

吉

田

分

去

八
木
沢

下
之
粂

桜

台
上
室
賀

矢

沢

長

島

上
塩
尻

本

町
泉

平

清掃費の推移(世帯、人口は各年10月|日現在)

61年度 62年度 63年度 元年度 2年度

世 帯 (戸) 36，931 37，478 37，850 38，559 39，018 

人 ロ (人) 117，188 117，786 118，148 119，012 119，428 
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広報うえだ4.3.1日3l



回創造館 - ft③1111 -

3月めイベふト
ロ」二回創造館企画写真展

t>期間 3月10日(刈~同22日(日)午前 9時~午後 41時

(22日は午後 3時まで) t>会場 創造館美都f館 t>内

容 ハリー .K・シゲ夕、柴崎高陽ほか、上田市出身

の写真家を中心とした作品を展示 (入場無料)

ロ楽しい折り紙教室

t>とき 3月15日(日)(午前の部 ・9時30分-11時30

分、午後の部 ・2時-411寺) t>とニろ 創造館第4、

5研修室 t>参加料 300円 t>受け付け 当日、会場

にて (定員になりした'い締め切り )

ロ小中学生初l白書パソコン教室

t>とき 3月24日(火)-同26日(村 (いずれも午前10時

~午後4時) t>とニろ 創造館パソコン教室 t>内

容 キーボードの扱いから簡単なプログラム作成まで

!>対象 小学 4年~中学 3年までの初心者 (上小地

域) t>受講料 無料 t>申し込み 3月18自体)より

電話で創造館へ

ロプラネタリウム特別投影

t>とき 3月20日幽~同31日(刈 t>投影時間 午前

11時、午後 1時30分、午後 3時 t>内容 「春の星空

と未来の宇宙開発J t>観覧料 100円-200円

ロプラネタリウムで春の星空をさがそう

t>とき 3月24日(刈、 25日(羽 t>時間 午前10時30

分 b参加料 無料

。親子映画教室

bとき 3月26日(村、 27日制 (いずれも午前10時、

午後 2時の 2回) t>内容 「父と子」、 「みにくいあ

ひるの子J t>会場 創造館視聴覚室(無料)

。伝承子ども遊び大会

t>とき 3月29日(円}-30日(月)(いずれも午後 1時~

4時) t>ところ 創造館体育館 b持ち物 「こま」

や 「めんこ」などのおもちゃ、運動靴、袋

ロ道祖神まつり展

t>とき 3月20日(謝-30日明) t>内容

代表的な道祖神の写真を展示 t>ところ

資料館 t>入館料 無料-150円

1

1
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四
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②
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③
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現
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③
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…
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[14] 広報うえだ4.3.1

体育施設使用申し込み一覧

施設 受付可能期間 回数制限など

前官官野E事喝ナイター 6月末自までの 3か月分のみ lチーム月 3固まで

自然遺動公翻 " 11 

市営野球喝昼間 土、目、 ~8は 1 団体

県営 " 11 l'!1伺まで

6月末自までの3か月分のみ 土、白、祝日はI!溜体

河 川 被 グ ラ ン ド
大会などは、通年受付可能

{大会要綱必要) 舟Z阻まで
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.
ー

璃

募

板

色

任

北

…
・

職

安

者

怒

ど

め

遺

族

二

一十
分
1
卜
二
時

マ
と
こ

ろ

引

…

hv

、

¥

主

側
J
1
J

…

圃

…

齢
者
一首
祉
セ
ン
タ
ー

マ
内
容

痴

…

科

科

引

自

校

…
圃

に

特

別

弔

慰

金

支

鎗

…
f
を
理
解
す
る
|
ポ
ケ
て
も
楽
し
く
…

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成

…
生
き
る
と
題
し
て
、
悶
立
小
諸
療

…

…
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
遺
族

…
養
所

・
堀
内
静
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

日

マ
そ
の
他

家
族
の
相
談
も
若
干

一

…
受
け
付
け
ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

…
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
包
⑫
4

1
…

…
1
9
)
 

一

Ja慰
問
幽

m
u一、
〈

…

¥
ノ

.
寸
ど
う
せ
や
る
な
ら
:
」

;
 

一

畠

隈

刈

引

ユアー
-

十

集

一型

変
な
言
い
方
か
も
し
れ
な

一

一艶乎

i'手

引

…

ぷ

竺

ぃ
。
け
れ
ど
、
一
つ
の
こ

一

a
E
RA吋
?
円

下一員

明

…

/
¥
と
に
一
生
懸
命
に
な
る
と

4mwJ閥
闘
車

ruvF駅
…
い
う
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
な

咋

E
a
r
l
-
凶
圃
園
時
ド
-
伸

…
ん
だ
な
ァ
と
、
ち
ょ

っ
と
心
境
の
変

…
百
五
瓦
/翌
の
申
告

…"
は
れ
ほ
川
代
行
れ
れ

お
済
み
で
す
か
っ
・

一
…
生
活
に
流
さ
れ
て
、
自
分
自
身
が
い

l
f
っ
て
い
た
の
か
も
し

…
市
民
会
館
で

3
月
市
日
開
ま
で
…

b

.

れ
な
い
。
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

・

市
の
部
で
一
等
賞
に
な
っ
て
の
反
省

も
兼
ね
て
・:
。

(
に
し
ぎ
わ
)

地
域
で
団
結
し
て

「暴
走
族
の
暴
走
行
為
は
、
夏
だ

け
の
も
の
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

最
近
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
」

こ
ん
な
声
が
枇
近
聞
か
れ
ま
し

た
。
夜
も
更
け
始
め
る
こ
ろ
、
ど

こ
か
ら
か
保
育
が
特
き
、
暴
走
行

為
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
非
常
に
危
険
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
住
民
に
と

お
早
め
に
ど
う
ぞ

働
く
青
少
年
が
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
、
教
養

な
ど
の
余
暇
活
動
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
憩
い
の
場
と
し
て
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

た
く
さ
ん
の
講
座
や
ク
ラ
ブ
を

用
窓
し
、
ま
た
、
若
者
た
ち
の
企

順
、
運
営
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
、
パ

ー
テ
ィ
ー
、
ス
キ
ー
な
ど
、
仲
間

づ
く
り
も
す
す
め
て
い
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
開
館
時
間
は
午
後

一
時

か
ら
十
時
ま
で
。
利
用
で
き
る
人

は
、
市
内
在
住
か
、
市
内
で
働
く

二
十
九
歳
ま
で
の
青
少
年
。

マ
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)

青少年の交流、余暇活動にどうぞ

-

「
市
民
グ
ラ
フ
」
の
編
集
に
四
苦

八
苦
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
県
か
ら
の

通
知
が
届
い
た
よ
問
を
置
く
)
ゃ
っ

た
1
。
悲
願
?
達
成
。
県
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
も
ら
っ
た
。

7

「ま
さ
か
」
と
思
っ
た
。
目
が
か
す

3

ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一

4

度
じ
っ
く
り
見
る
。
ほ
ん
と
う
だ

っ

万

た
。
う
ー
ん
、
何
か
込
み
上
げ
る
も

あ

の
が
あ
る
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
か
ら
い

留

ろ
い
ろ
助
言
、
提
言
、
苦
言
な
ど
を

L

い
た
だ
い
た
お
か
げ
だ
。
あ
り
が
と

日

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
せ
ま
)

日



-宮下美穂ちゃん

(3歳・笹井)

「ぎまごと11好きです。料

理を作っているとき|こ手伝

おうとするんですよ」と田

康予さん

保健 。
保健予防課(内線 1374)

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種(3回目)

2月の 2回目に続き、 3回目を別表のとおり行いま

す。詳しくは、 1月1日付け「広報うえだJ 16ページ

をご覧ください。

接種時間は各会場とも、午後 1時30分から 2時30分

までです。

三種混合予防接種目程表(3回目)

4ヱ2スh 士号 名 笑施日 対象地区

保 健 セ ン タ ー
南部 ・北部

(市役所南庁舎2階)
3月4日(7)<)

111 辺 町 ~ 、 館 川辺 ・泉田

上野が丘公民館 神科 ・位殿

保 健 セ ン タ ー
西部 ・嵐尻

(市役所南庁舎 2階) 3月6日悌

泊五回母子総成センター 出 悶

川商社会福祉センター
3月11日(Ij()

川西

h子 町 ぷ~ 館 城下

保健センター
東部 ・中央

(市役所南庁舎2階) 3月138倒

神川地区公民館 神 111

予 4月7日(刈
南部・北部・西苦IH混尻・

保健センター 川辺・泉田 ・神科・1投殿
{桁

(市役所南庁舎21皆)
4月8日(村

京都・中央・城下・神川・
日 mfD'川西

※駐車場が狭いため、なるべ〈車での来場はご遠慮を。

寝たきり・痴呆|生老人を2222
bとき 3月16日(月)午後 1時30分

-3時30分 1>ところ 市保健セン

ター(南庁舎2階) 1>内容 常楽

寺住職 ・半田孝i享さんによる講棋で

「心豊かにJ 1>その他 当日介護

を代わる人がいない場合は、 3月9

8{円)までにご連絡を (内線1377)。

EE撃事.~ヨE語辺liD重~~~亙=mII

このほど、長野県市町村広報

コンクール ・広報紙 「市の部」

で、 「広報うえだJ (平成 3年

6月 1臼号)が最優秀賞を受賞

し、全国広報コンクールに出場

が決定しました。 また、広報写

真 「組写真の部」でも奨励賞(同

年 3月16日号の表紙)を受賞し

ました。

この受賞を機に 、いっそう市

民の皆さんに親しまれる広報活

動を進めていきますので、ご意

見などがございましたら 、秘書

課までお気軽にお寄せください。

b広報担当 官⑫4100内線1111、

1112 

「広報うえだ」が最優秀賞にf
全国大会ヘ出場決定

...受賞した「広報うえだ」平成 3年 6月 1日号

を
む
胃
A
H

・

広寝ラ:i1d'4.3.1 (16] 
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